
主催：日本キャリア教育学会関東地区部会 共催：早稲田キャリア教育研究会
企画：早稲田大学教職大学院授業「キャリア教育の実践プログラム開発」履修者

●開催日時・場所●
【日時】：2020年11月29日（日）14時00分～17時00分（受付開始13時30分）
【実施形態】Zoomによるオンライン開催

●プログラム●
【第Ⅰ部】基調講演
【第Ⅱ部】各講師への質疑・応答
【第Ⅲ部】分科会 ブレイクアウトルームにて各講師との意見交換
【第Ⅳ部】パネルディスカッション「民間から教育に参入するSCTの可能性」

セカンド・キャリア・ティーチャー(SCT）

－民間等から教育に参入する教師－

●企画者の言葉●
セカンド・キャリア・ティーチャー(以下「SCT」)とは、民間等での勤務経験を経て、次の

キャリアとして教職に就く者のことを指す言葉です。本シンポジウムでは、3名の講師をお招
きし、参加者とともに、教育行政、学校管理職、現職教員、教職課程の学生、教員への転職希
望者という多様な視点から、日本の学校現場でのSCTの活躍や教員のキャリア形成について考
える機会となることを願っています。ご参加、お待ちしています。
（企画代表 早稲田大学教職大学院修士2年 植村優里香 田代かれん ）

【申し込み先】
URL：https://forms.gle/isXVYuhZrV5swD699
上記のURLもしくは、QRコードより、お名前とご所属、
ご職業、当日参加を希望する分科会を記載のうえ、
お申し込みください。

★入場無料 定員80名（先着順）※要事前申し込み

●問い合わせ先●

Mail：waseda.ted.career@gmail.com

1983年神奈川県生まれ。早稲田大学教育学部を卒業後、2007年みずほ銀行に入行。2009年早稲田大学教職大
学院へ進学。2011年に教員となる。2017年神奈川県優秀授業実践教員表彰。2014～2019年神奈川県教育課程
研究推進委員（18,19年 委員長）。現在も教職大学院と連携し、生徒の思考力・判断力・表現力を育む研究
を行っている。著書に『武士の登場（絵本版おなはし日本の歴史８）』（岩崎書店）がある。

広島県教育委員会教育長 平川 理恵 様

神奈川県立大和南高等学校教諭 渡辺 研悟 様

●講師紹介● 本シンポジウムでは、３名の講師からお話いただきます。

Teach For Japan 代表理事 中原 健聡 様

基調講演：「民間から見た教育行政」

基調講演：「SCTだから見えたこと」

基調講演：「学習者に最も影響する教育環境の一部である人として」

京都市生まれ。1991年同志社大学卒業後，（株）リクルートに入社。1998年南カリフォルニア大学経営
学修士（MBA）取得。1999年留学仲介会社を起業。2010年全国で女性初の公立中学校民間人校長として
横浜市立市ヶ尾中学校に着任。2015年横浜市立中川西中学校校長。文部科学省中央教育審議会の各委員
を歴任し，新学習指導要領改訂作業に携わる。2018年４月から現職。内閣官房教育再生実行会議有識者。

サッカー選手、大学職員、公立小学校教員(TFJフェローシップ・プログラム）を経て、札幌新陽高等学
校に校長の右腕として赴任し、学校開発・経営に従事した。2019年より、認定NPO法人TeachForJapanの
代表理事・CEOに着任し、教員養成・採用・研修の一体的な改革と新たな学校指導体制の構築の側面か
ら教育格差の是正に取り組んでいる。

次回告知
1月11日（月）

小学校からのキャリア教育を考える
−夢や目標をもてない子どもたちの

原因と対策−


